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平
成
21
年
12
月
に
農
林
水
産
省
が
公
表
し

た
「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
で
は
、
目

指
す
べ
き
姿
と
し
て
10
年
後
の
木
材
自
給
率

50
％
と
い
う
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
現
実
の
も
の
と
す
る
に
は
、
国
産
材

の
安
定
的
な
供
給
体
制
を
定
着
さ
せ
る
と
と

も
に
川
上
か
ら
川
中･

川
下
に
至
る
効
率
的

な
流
通
体
制
の
整
備
が
不
可
欠
で
す
。

昨
年
度
、
当
森
林
管
理
局
管
内
で
整
備
さ

れ
た
木
材
流
通
施
設
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

宮
の
郷
木
材
流
通
セ
ン
タ
ー

昨
年
12
月
に
茨
城
県
常
陸
大
宮
市
の
宮
の

郷
工
業
団
地
に
、
原
木
市
場
と
木
材
乾
燥
施

設
が
完
成
し
ま
し
た
。

原
木
市
場
は
茨
城
県
森
林
組
合
連
合
会
が

事
業
主
体
と
な
り
、
敷
地
面
積
は
２
万
３
千

平
方
㍍
、
年
間
の
原
木
取
扱
量
は
５
万
立
方

㍍
と
の
計
画
で
、
管
理
棟
の
ほ
か
、
ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
、
丸
太
の
選
別
機
な
ど
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
度
も
国
有
林
で
生
産
さ
れ
た
丸
太
の

販
売
を
委
託
し
て
い
る
市
場
と
し
て
、
茨
城

森
林
管
理
署
か
ら
２
万
５
千
立
方
㍍
の
出
材

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

木
材
乾
燥
施
設
は
地
元
製
材
業
者
で
組
織

す
る
八
溝
多
賀
木
材
乾
燥
協
同
組
合
が
事
業

主
体
と
な
り
、
柱
材
、
板
材
な
ど
、
施
工
時

に
収
縮
や
曲
が
り
の
な
い
乾
燥
材
を
供
給
す

る
の
が
目
的
で
す
。
原
木
市
場
と
隣
接
す
る

敷
地
面
積
は
、
１
万
平
方
㍍
、
乾
燥
材
生
産

量
は
年
間
５
千
立
方
㍍
の
計
画
で
、
高
品
質

な
県
産
材
を
安
定
供
給
す
る
こ
と
で
地
場
産

業
の
振
興
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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渋
川
県
産
材
セ
ン
タ
ー

森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
よ
っ
て
間
伐

材
を
搬
出
し
て
利
用
す
る
利
用
間
伐
の
取

組
が
実
践
さ
れ
ま
す
が
、
増
大
す
る
そ
の

よ
う
な
利
用
間
伐
材
の
受
け
皿
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
、
群
馬
県
森
林
組
合
連
合

会
渋
川
県
産
材
セ
ン
タ
ー
が
平
成
23
年
３

月
か
ら
試
運
転
を
開
始
し
、
５
月
17
日
に

竣
工
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
住
宅
の
柱
用
と
な

る
通
直
な
丸
太
（
Ａ
材
）
や
集
成
材
の
部

材
と
な
る
や
や
曲
が
り
の
あ
る
丸
太
（
Ｂ

材
）
、
曲
が
り
が
大
き
く
製
紙
あ
る
い
は

燃
料
用
の
チ
ッ
プ
と
な
る
丸
太
（
Ｃ
材
）

が
選
別
さ
れ
ず
に
、
３
㍍
の
長
さ
で
搬
入

さ
れ
て
き
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ

れ
ら
の
丸
太
を
選
別
機
で
仕
分
け
し
、
Ａ

～
Ｃ
材
ご
と
に
固
定
価
格
に
よ
り
全
量
買

い
取
り
ま
す
。

選
別
後
、
Ａ
材
は
協
定
工
場
へ
直
接
販

売
す
る
か
、
も
し
く
は
柱
材
加
工
し
提
携

工
場
へ
販
売
さ
れ
、
Ｂ
材
は
集
成
材
用
に

加
工
し
提
携
工
場
へ
、
Ｃ
材
は
チ
ッ
プ
加

工
し
製
紙
用
・
燃
料
用
と
し
て
販
売
さ
れ

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
森
林
資
源
の
有
効
活
用

と
林
業
生
産
活
動
の
活
性
化
、
雇
用
の
創

出
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
原
木
取
扱
量
は
、
約
３
万
立

方
㍍
以
上
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

国
有
林
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
販
売
の
実
施

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
工
場
等
と
森
林
管
理
局
長
が
、

国
有
林
で
生
産
さ
れ
た
ス
ギ
な
ど
の
丸
太

の
販
売
に
関
す
る
相
互
協
定
を
締
結
し
、

そ
の
協
定
に
基
づ
い
て
一
定
量
を
安
定
的

か
つ
計
画
的
に
販
売
す
る
シ
ス
テ
ム
販
売

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
国
有
林
材
の
需
要
・
販

路
の
確
保
・
拡
大
を
図
り
、
併
せ
て
購
入

者
の
買
入
れ
に
係
る
コ
ス
ト
低
減
、
地
域

に
お
け
る
中
核
的
な
素
材
生
産
・
素
材
流

通
・
製
材
の
担
い
手
の
育
成
等
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
国
産
材
の
安
定
供

給
体
制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
特
に
東
日
本
大
震
災
の
仮

設
住
宅
用
等
の
復
興
資
材
と
し
て
の
需
要

に
早
期
に
対
応
す
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
販

売
協
定
の
申
し
込
み
期
間
を
短
縮
し
て
１

回
目
の
協
定
を
結
び
、
既
に
２
回
目
の
公

募
を
開
始
し
て
国
有
林
材
の
早
期
供
給
に

努
め
て
い
ま
す
。
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平
成
19
・
４

林
野
庁
国
有
林
野
部
業
務
課
国
有
林

野
管
理
室
長

平
成
20
・
４

北
海
道
森
林
管
理
局
総
務
部
長

平
成
23
・
５

関
東
森
林
管
理
局
次
長

総
務
部
長

三
好

誠
司

み

よ

し

せ

い

じ

〈
略

歴
〉

出

身

愛
媛
県

昭
和
57
・
４

高
知
営
林
局
入
庁

平
成
８
・
４

長
野
営
林
局
坂
下
営
林
署
長

平
成
11
・
６

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
森
林
整
備
部
企

画
官

平
成
13
・
８

（
独
）
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
企
画
総
務

部
総
務
課
長

平
成
16
・
４

林
野
庁
国
有
林
野
部
業
務
課
課
長
補
佐

平
成
19
・
４

林
野
庁
林
政
部
林
政
課
課
長
補
佐

平
成
21
・
４

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
総
務
部
長

平
成
23
・
５

関
東
森
林
管
理
局
総
務
部
長
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森
林
整
備
部
長

川
野

康
朗

か

わ

の

や

す

ろ

う

〈
略

歴
〉

出

身

宮
崎
県

昭
和
58
・
４

林
野
庁
入
庁

平
成
５
・
８

熊
本
営
林
局
下
屋
久
営
林
署
長

平
成
７
・
８

林
野
庁
業
務
部
業
務
第
二
課
課
長
補
佐

平
成
11
・
４

林
野
庁
指
導
部
治
山
課
課
長
補
佐

平
成
16
・
４

（
独
）
緑
資
源
機
構
計
画
評
価
部
環
境

課
長

平
成
18
・
８

林
野
庁
森
林
整
備
部
治
山
課
総
括
課
長

補
佐

平
成
19
・
10

林
野
庁
森
林
整
備
部
治
山
課
山
地
災
害

対
策
室
長

平
成
21
・
４

中
部
森
林
管
理
局
計
画
部
長

平
成
23
・
５

関
東
森
林
管
理
局
森
林
整
備
部
長

関
東
森
林
管
理
局
次
長

「
東
京
事
務
所
長
」

木
下

喜
博

き

の

し

た

よ

し

ひ

ろ

〈
略

歴
〉

出

身

東
京
都

昭
和
55
・
４

林
野
庁
入
庁

平
成
元
・
４

熊
本
営
林
局
加
治
木
営
林
署
長

平
成
３
・
８

総
務
庁
行
政
監
察
局
副
監
察
官

平
成
５
・
８

林
野
庁
指
導
部
研
究
普
及
課
課
長
補
佐

平
成
８
・
４

帯
広
営
林
支
局
業
務
部
指
導
計
画
課
長

平
成
12
・
４

北
海
道
森
林
管
理
局
計
画
部
調
査
官

平
成
13
・
８

北
海
道
森
林
管
理
局
業
務
管
理
官

平
成
15
・
４

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
森
林
整
備
部
長

平
成
18
・
４

林
野
庁
国
有
林
野
部
業
務
課
国
有
林
野

総
合
利
用
推
進
室
長

幹
部
の
紹
介

５
月
16
日
付
け

森
林
管
理
署
長
等

（

）
は
前
職

▽
会
津
森
林
管
理
署
長

梨
本

正
昭

（
吾
妻
森
林
管
理
署
長
）

▽
吾
妻
森
林
管
理
署
長

岩
下

秀
美

（
東
北
森
林
管
理
局
岩
手
南
部
森
林
管
理
署
長
）

▽
下
越
森
林
管
理
署
長

髙
崎

道
人

（
北
海
道
森
林
管
理
局
網
走
南
部
森
林
管
理
署
長
）

大
井
川
治
山
セ
ン
タ
ー
で
は
、
夏
休
み
に
小

中
学
生
を
対
象
と
し
た
治
山
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

森
林
の
働
き
や
崩
れ
た
森
林
を
治
す
治
山
事

業
に
つ
い
て
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

実

施

日

平
成
23
年
８
月
２
日
（
火
）

実
施
場
所

静
岡
県
榛
原
郡
川
根
本
町

榛
原
地
区
治
山
工
事
箇
所

募
集
人
員
25
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先

・
大
井
川
治
山
セ
ン
タ
ー

・

担
当:

藤
崎

・
お
申
し
込
み
方
法
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、

大
井
川
治
山
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〒
428-

0411

榛
原
郡
川
根
本
町
千
頭
９
５
０-

２

電
話
番
号
（
０
５
４
７
）
５
９-

３
３
４
４

http://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/kanto/tisan/index.htm
l



小
笠
原
諸
島
は
、
東
京
港
竹
芝
桟
橋
か

ら
１
，
０
０
０
㎞
南
方
に
あ
り
、
北
は
聟

島
列
島
か
ら
南
は
西
ノ
島
ま
で
、
南
北
に

約
４
０
０
㎞
に
渡
っ
て
散
在
す
る
30
余
り

の
島
々
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
笠
原
諸
島
の
総
面
積
は
、
１

０
，
４
４
１
㌶
あ
り
、
こ
の
う
ち
国
有
林

野
面
積
は
６
，
６
１
３
㌶
で
、
小
笠
原
諸

島
の
63
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
小
笠
原
諸
島
の
国
有
林
野

に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
４
回
に
分
け
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

第
１
回
目
は
、
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態

系
保
護
地
域
で
す
。

小
笠
原
諸
島
に
生
育
す
る
植
物
種
数
３

０
９
種
の
う
ち
、
固
有
種
は
１
４
３
種

（
固
有
種
率
46
％
）
あ
り
ま
す
。
こ
の
う

ち
、
森
林
を
構
成
す
る
木
本
植
物
に
限
定

す
る
と
68
％
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
特

別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ハ
ハ

ジ
マ
メ
グ
ロ
や
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
る
オ
ガ
サ
ワ
ラ
コ
ウ
モ
リ
、
ア
カ
ガ

シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
カ
ワ
ラ

ヒ
ワ
は
小
笠
原
諸
島
に
し
か
生
息
し
て
い

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
陸
産
貝
類
の
生
息
に

適
し
た
広
葉
樹
林
が
多
い
小
笠
原
諸
島
で

は
、
種
分
化
が
進
み
百
種
以
上
が
記
録
さ

れ
、
こ
の
う
ち
９
割
以
上
が
固
有
種
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
小
笠
原
諸
島
に
は
、
希

少
な
動
植
物
や
固
有
の
動
植
物
が
多
く
存

在
す
る
一
方
、
外
来
種
の
影
響
な
ど
に
よ

り
、
こ
れ
ら
動
植
物
の
生
育
・
生
息
環
境

が
劣
化
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
以
上
劣
化

さ
せ
ず
に
後
世
へ
継
承
す
る
べ
く
、
平
成

19
年
4
月
に
森
林
生
態
系
保
護
地
域
を
設

定
し
ま
し
た
。
そ
の
面
積
は
５
，
５
８
０

㌶
で
、
小
笠
原
諸
島
の
国
有
林
野
の
84
％

に
も
な
り
ま
す
。

森
林
生
態
系
保
護
地
域
は
、
通
常
、
人

手
を
加
え
ず
、
自
然
の
推
移
に
委
ね
る
こ

と
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、
小
笠
原
諸

島
は
、
外
来
種
対
策
抜
き
に
は
、
本
来
の

自
然
を
回
復
・
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な

こ
と
か
ら
、
外
来
種
の
駆
除
や
過
剰
利
用

に
よ
る
生
態
系
の
衰
退
防
止
の
た
め
、
地

域
関
係
者
や
学
識
経
験
者
な
ど
か
ら
構
成

さ
れ
る
「
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護

地
域
保
全
管
理
委
員
会
」
を
設
置
し
、
こ

れ
ら
の
取
組
を
計
画
的
に
行
う
総
合
的
な

指
針
と
し
て
、
平
成
20
年
３
月
に
「
小
笠

原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
保
全
管
理

計
画
」
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
適
切

な
管
理
及
び
利
用
に
努
め
て
い
ま
す
。

小
笠
原
諸
島
は
、
現
在
、
世
界
自
然
遺

産
の
登
録
に
向
け
て
関
係
者
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
国
有
林
野
事

業
と
し
て
本
計
画
に
基
づ
き
事
業
を
進
め

る
こ
と
は
、
世
界
自
然
遺
産
の
登
録
に
も

資
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

具
体
的
な
事
業
内
容
は
、
次
回
以
降
ご

紹
介
し
ま
す
。

（５）平成２３年６月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８７号

固有種：オガサワラオカモノアラガイ

小
笠
原
諸
島
の
国
有
林
野
（
第
１
回
）

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

高山（父島）から見た南島

固有種：アカガシラカラスバト

固有種：マルハチ（木性シダ）

世界自然遺産推薦

ロゴマーク



福
島
森
林
管
理
署
白
河
支
署
の
管
理
す

る
国
有
林
の
中
で
も
雑
木
の
多
く
残
る
４

６
．
１
４
㌶
を
遊
々
の
森
と
し
て
平
成
20

年
に
借
り
受
け
る
協
定
の
締
結
を
し
ま
し

た
。
そ
の
名
称
は
、
「
お
も
て
ご
う
天
狗

の
森
」
と
い
い
ま
す
。
そ
の
年
の
11
月
に

は
、
「
日
本
一
遅
い
？
山
開
き
」
と
銘
打
っ

た
山
開
き
登
山
を
開
催
し
ま
し
た
。
「
11

月
に
山
開
き
？
」
と
思
わ
れ
る
方
が
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
当
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
多

く
は
農
業
も
し
て
い
る
人
が
多
く
、
春
に

山
開
き
を
行
う
に
は
多
忙
で
時
間
が
無
い

と
の
こ
と
か
ら
農
作
業
の
終
わ
る
11
月
と

し
ま
し
た
。
加
え
て
そ
の
時
期
に
な
れ
ば
、

天
候
も
安
定
し
て
頂
上
か
ら
の
眺
望
も
良

い
だ
ろ
う
と
決
定
し
ま
し
た
が
、
当
日
は

朝
か
ら
雨
で
か
な
り
の
参
加
者
が
あ
る
だ

ろ
う
と
の
皮
算
用
は
打
ち
砕
か
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

平
成
21
年
５
月
か
ら
は
、
「
二
分
の
一

成
人
式
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
二
分
の
一

と
い
う
こ
と
で
10
歳
に
な
る
小
学
４
年
生

と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
開
催
し
ま
し
た
。

「
山
の
木
の
里
親
に
な
っ
て
も
ら
う
」
と

銘
打
っ
て
「
お
も
て
ご
う
天
狗
の
森
」
の

木
に
子
供
の
名
前
を
書
い
た
プ
レ
ー
ト
を

付
け
ま
し
た
。
そ
し
て
子
供
た
ち
に
は
、

時
々
「
お
も
て
ご
う
天
狗
の
森
」
を
訪
ね

て
貰
い
た
い
と
い
う
希
望
も
あ
り
行
い
ま

し
た
。
そ
し
て
成
人
式
と
い
え
ば
、
成
人

証
書
で
す
。
森
に
関
わ
る
ク
ラ
ブ
で
す
か

ら
、
証
書
は
杉
板
に
一
枚
一
枚
手
書
き
で

書
い
て
貰
っ
た
と
て
も
す
ば
ら
し
い
物
で

す
。
天
狗
山
で
は
記
念
植
樹
を
し
て
下
山

後
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
特
製
の
豚
汁
を
振
る

舞
い
ま
し
た
。
前
日
か
ら
心
配
だ
っ
た
雨

は
、
参
加
者
が
帰
っ
た
ら
降
り
出
す
と
い

う
状
況
で
し
た
。

そ
の
ほ
か
登
山
道
の
整
備
を
し
ま
し
た

が
、
全
く
雨
の
降
ら
な
か
っ
た
時
は
無
い

と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
１
年
に
、
い
つ

し
か
「
雨
の
里
山
ク
ラ
ブ
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

２
年
目
と
な
る
平
成
21
年
の
「
日
本
一

遅
い
？
山
開
き
」
は
雲
一
つ
無
い
晴
天
に

恵
ま
れ
、
３
０
０
人
に
迫
ろ
う
か
と
い
う

参
加
者
が
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
は
て
ん
て
こ

舞
い
の
１
日
で
し
た
。
キ
ノ
コ
た
っ
ぷ
り

の
豚
汁
、
つ
き
た
て
の
餅
、
記
念
の
天
狗

の
焼
き
印
入
り
木
製
コ
ー
ス
タ
ー
、
地
元

の
産
品
等
が
当
た
る
抽
選
会
と
、
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
に
参
加
者
に
は
好
評
で
し

た
。３

年
目
の
平
成
22
年
は
、
山
開
き
の
日

だ
け
が
雨
で
ま
た
参
加
者
は
激
減
、
濡
れ

た
登
山
道
で
転
ぶ
人
も
い
た
り
し
て
、
散
々

な
山
開
き
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
何

事
も
自
粛
ム
ー
ド
の
中
で
す
が
、
11
月
23

日
の
勤
労
感
謝
の
日
に
は
「
山
開
き
」
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
明
日
に
向
か
っ
て
、
が

ん
ば
る
た
め
に
「
山
開
き
」
と
「
二
分
の

一
成
人
式
」
を
二
大
行
事
と
し
て
「
お
も

て
ご
う
天
狗
の
森
」
の
整
備
を
し
て
い
き

ま
す
。

最
近
、
「
カ
タ
ク
リ
」
の
群
生
地
が
見

つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
保
護
、
育
成
に
努

め
「
カ
タ
ク
リ
」
は
天
狗
山
と
言
わ
れ
る

様
に
な
り
た
い
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が

ら
、
語
り
あ
っ
て
い
ま
す
。

「
が
ん
ば
ろ
う
東
北
」
「
が
ん
ば
ろ
う

福
島
」

平成２３年６月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８７号（６）

二分の一成人証書授与式

登山道階段整備作業中

天狗山下山後クラス毎に記念撮影

天狗山山開き開会式(平成22年)



私の担当している十王森林事務所及び日立森林事務

所は、茨城県北部に位置し、日立市北部を十王森林事

務 所 （ 面積 約 3,3 0 0㌶ ） が 、 南 部 を 日 立 森 林 事 務 所

（面積約2,400㌶）が管轄しています。

日立市の森林率は約58%で、うち国有林が51%を占め、

人工林率は80%を超えています。

当管轄区域の特徴としては、太平洋とほぼ平行に位

置しており、海から直ぐの潮害防備保安林を有する森

林や住宅団地が境界に接している里山・木材生産を主

たる目的として林業経営が行える森林・砕石の採取箇

所と多岐に渡っています。

日立森林事務所管内の高鈴山（標高624㍍）は高く

ありませんが、管轄する国有林内では最高峰であり、

急峻で浮き石が多く表土が浅く滑りやすいことから、

事業実行に当たり大変な地域となっています。

十王森林事務所管内は、比較的平坦で肥沃な土地の

ため、スギ・ヒノキの成長が非常によく、病虫獣害の

被害もほとんど無いことから、林業経営を行っていく

上では最適な地域でもあります。

現段階では、間伐の必要な林分がまだ相当数あるこ

とから、パトロールをしながら10年後・20年後を見据

えた森林施業を実施しています。

また、社会貢献活動の一環として森づくりに参加する

企業と法人の森契約を結び、新人社員の教育の一環とし

て植付、下刈などを実施しています。こうした活動を通

して、森林の大切さ、森づくりへの理解を深めていただ

ければと思っています。

最近は、登山ブームによりハイカー等の入林者が増え

てきています。平成3年には、国有林を含め約220㌶を消

失するという大規模な林野火災が発生しており、山火事

等の注意喚起も大変重要となっています。この林野火災

を契機に日立市消防本部が主体となり関係機関が参加し、

大規模な林野火災消防演習が毎年実施されており、森林

管理署も参加しています。この毎年の演習実施が功を奏

してか、平成3年以降は大規模な林野火災は発生してお

りません。

先に発生した東日本大震災のマグニチュード9.0の地

震では、日立市は今まで経験のない震度６強を観測し、

茨城県も沿岸を中心に被災しましたが、幸い当管轄区域

では大規模な林地崩壊などの被害はありませんでした。

今後、被災地が一日でも早く復旧・復興されることを

祈りつつ、国有林を将来にわたり胸を張って引き継げる

ような森林施業を実施して行きたいと考えています。

高鈴山から望む十王森林事務所管内

毎年行われる林野火災消防演習の様子

森林教室の様子

法人の森契約企業社員による保育活動

（７）平成２３年６月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８７号



両神山(標高1,723㍍ )は、埼玉県の西部、秩父市と

秩父郡小鹿野町の境目にあり、奥秩父山塊の北端に位

置し秩父多摩甲斐国立公園に属しています。山頂付近

は硬いチャートで形成され鋸歯状の岩稜の山です。

両神山は、伊弉諾・伊弉冉尊の二神を祀っているこ
い ざ な ぎ い ざ な み の み こ と

と か ら 両 神 と い わ れ る よ う に な っ た と い う 説 、

日本武尊が東夷征伐の時、この山を八日間見ながら通っ
や ま と た け る と う い せ い ば つ

て行ったことから、八日見山と名づけられた説、八つ
よ う か み や ま

の頭を持った竜王（ヤオガミ）を祭る山が転じて両神

山となったという説など、様々な諸説があります。山

名の表すとおり、古くから武甲山、三峯山とともに

「秩父三山」と称され山岳信仰の山として知られ、多

くの石碑や石像が残されています。

両神山には、コメツガ、ブナ、シオジなどの樹木が

あり、５月下旬から６月にかけヤシオツツジ、シャク

ナゲなどの花が咲き、秋の紅葉も見所となっています。

また、カケス、オオルリ、コマドリ、イワツバメなど

の野鳥が多種生息しています。

登山コースは日向大谷コース、七滝沢コース、八丁峠

コース、梵天尾根コースなどがあり日帰り登山も可能な

山ですが、一部では鎖場があり険しい山でもあります。

４月１８日には、山開きが行われ登山者等の安全が祈願

されました。

埼玉森林管理事務所では、希少な動植物が生息・生育

する秩父地域の国有林を後世に残すため、これからも森

林の維持・保全に努めていきたいと考えています。

（埼玉森林管理事務所 広報広聴連絡官）

り ょ う か み さ ん

小鹿野町から両神山

両神山のシャクナゲ

両神山頂

平成２３年６月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８７号（８）

実

施

日

平
成
23
年
７
月
17
日
（
日
）

実
施
場
所

八
王
子
市
裏
高
尾
町

小
下
沢
国
有
林

（
木
下
沢
周
辺
）

集
合
場
所

Ｊ
Ｒ
高
尾
駅
北
口
改
札
前

９
時
15
分

募
集
人
員

親
子
30
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
①
イ
ベ
ン
ト
名
「
木
下

沢
の
渓
流
で
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
歩
き
」
②
郵
便
番
号

③
住
所
④
電
話
番
号
⑤
申
込
者
全
員
の
氏
名
⑥
年

齢
⑦
性
別
を
明
記
の
上
、
当
セ
ン
タ
ー
「
木
下
沢

の
渓
流
で
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
歩
き
」
係
ま
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

申
込
締
切

平
成
23
年
７
月
３
日
（
日
）
必
着

参

加

費

大
人

１
，
７
０
０
円

小
人
５
０
０
円

（
バ
ス
往
復
代
４
４
０
円
は
個
人
負
担
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先

高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー

〒
193-

0844

八
王
子
市
高
尾
町
２
４
３
８-

１

電
話
番
号
（
０
４
２
）
６
６
３-

６
６
８
９

http://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/kanto/takao/index.htm
l
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